
アメリカ及びフランスの介護関係労働力の

　　　確保に関する比較研究

（課題番号05630028）

平成6年度科学研究費補助金　　（一般研究C）　研究成果報告書

平成7年12月

研究代表者　三富　紀敬

030850267　3

（静岡大学人文学部）



は し が き

本報告書は、科学研究費補助金（一般研究C）による研究の成果を

とりまとめたものである。

研究組織

研究代表者：三富紀敬（静岡大学人文学部教授）

研究経費

平成5年度

平成6年度

　　計

1000千円
　600千円

1600千円

研究発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　（1）学会誌等（三富紀敬、「アメリカの在宅介護と女性（1），　（2）」、

　　　　『法経研究』、43巻2号、平成6年10月20日、43巻3号、

　　　　平成6年11月20日）



翻　訳

三　富紀　敬

あらかじめそ

目　　次

1　序論　1　概観



　ω人口的な趨勢　　③　社会的な趨勢　1　概観　2　介護者の諸特性　　ω　性　　②　年齢

（2）（1）

4
（3）　（2）　（1）

3
（7）　（6）　（5）　（4）　（3）

婚姻状態就業所得健康状態世帯の構成

一〇二

介護者の負荷　責任の度合い　介護の諸作業

介護の影響
　介護の利益

b　介護者の負担

　i　情緒的な負担　五　身体的な負担

　　　法

　　ω　教育と訓練V　要約　1　要約W　参考文献　1　参考文献



＼

＼

∨

（単位：万人）表　65歳以上高齢者の介護様態別構成及び推移

年
（i｝

（D （1） ω
1989 1990 2000 2040

　　　　　　　　　　　　∫
P．65歳以上の高齢者

@　　　　　　　　　　一

2，900’
3，156 3，488 6，811

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「．Q．1のうち障害をもち長期介護を要する暑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

700 690 900 1，800

（2） （3｝

3．2のうちナーシングホーム入居者 150 150 210 260

4．2のうち地域で暮らす者と構成

（1）家族内の無償の介護、コミュニティケ

アを受ける者 343

（3）

（2）年にいく度かの有償の介護を受ける者 132．3 150 240

（3）有償の介護のみで暮らす者 14．7

（4）　　　　　小　　　　　計 490 440

（資料）Developments　in　aging；1992，　volume　1，　A　Report　of　the　Special

　　　　Committee　on　Aging　United　States　Senate，　S．　RES．71，　SEC．

　　　　February　25，1992，　Rept．103－40，　pp．199－200，　U．S．　Senate　Special

　　　　Committee　on　Aging，　the　American　of　Retired　Persons，　the　Federal

　　　　Council　on　the　Aging，　and　the　U．S．　Administration　on　Aging，

　　　　Aging　America，　trends　and　projection，1991　edition，　p．　xxiv，　p．7，

　　　　pp．144’145　and　p．169より作成。

（注）　（1）

　　　（2）

　　　（3）

　　　（4）

1989－90年は実績。2000－2040年は予測。

これのみ2005年。

これのみ2020年。

空欄は不明。
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ω人口的な趨勢

a

65歳以上人口の比率表1

年ω
比率（2）（％）

1900

P980

Q000

Q050

　4

P1

P3

Q2

＝二注）（1）1980年までは実績、

　　　2000年以降は推計。

　（2）総人口中の比率であ

　　　る。

る。

b

変化する家族の構造

八〇年）。

一＝二



＝四

b

院、一九八五年）。

一九八四年）。

C
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③　社会的な趨勢

r



一九八六年）。

b　離婚率の上昇

一一六

（一
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えられる。

ω性

＝八

介護者の被介護高齢者との
関係別構成

表2

比率（％）

娘 29

妻 23 72

他の女性 20

夫 13

息子 8 28

他の男性 7

（資料）1982Long　Term　Care　Sur－

　　　　vey／Info㎜ed　Caregivers

　　　　Survey．

（注）（1）介護者とは、主たる介護者

　　　　および補助的な介護者の双方

　　　　である。

②年齢

③婚姻状態

介護者の年齢階層別構成表3

介善葦齢
比率（％）

14－44歳

S5－64歳

U5－74歳

V5歳以上

22

S2

Q6

P0

r

（資料）前表に同じ。

（注）（1）平均年齢は、57．3歳である。



㈲就業

配偶

表4　介護者の就業状況

比率（％）

1．女性

（1）妻 10

（2）娘 44

（3）他 33

2．男性

（1）夫 12

（2）息子 55

（3）他 46

（資料）前表に同じ。

⑤　所得

⑥　健康状態

う。

⑦　世帯の構成



地域内である。

被介護者と世帯を共にする
介護者の割合

表5

介護者
比率（％）

　娘
ｼの女性
ｧ　　　子

ｼの男性

61

T4

U1

V3

一二二

資料）　前表に同じ。

（注）（1）この場合の介護者は、配偶

　　　関係にない場合のみである。

いと答えている。

〆

ω　責任の度合い

介護者の責任度合い別及びヘル
パーの有無別構成

比率
（％）

表6

無償のヘルパーの揺
たる介護者

有償及び無償のヘノ1
のある主たる介護者

（資料）前表に同じ。

協力を得る。

一二三



③介護の諸作業

／

表7　介護者のおこなう諸作業

比率（％）

対人ケアー衛生ω 67

対人ケアー移動（2） 46

家　　　事（3） 81

買物・交通手段の利用 86

薬物処理 53

家計管理 49

資料）前表に同じ。

（注）（1）　1回以上の食事、入浴、着脱

　　　衣、排便。

　　（2）　1回以上の起床・就寝。

　　（3）　1回以上の調理、洗濯。

、



ω介護の利益

表8　介護の利益一被介護者の寄与

鷺

62介護者に有益であると感じさせる

被介護者に一緒にいると感じさせる

家事などの手伝いをする

おくり物やお金をあげる

ベビーシッターの役割を引受ける

これといった貢献はない

（資料）前表に同じ。

る。
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ストレスの諸源泉

個人生活の制約
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情緒的な負担

　　　　と　　　　妨　　　　注　　　　搬

　　

@　

　　

@　
ﾐ　　　　　　剛

　　

@　
Z　　　　繍

介護者 ；比率（％）

妻 53

娘 47

他の女性 33

夫 40

息　　　　子 29

　　　　’ｼの男性 27

三

上まわる。

　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@｝

　　⌒燃

　　

@　

c　　　　驚

比率（％）

負担なし

T0ドル未満

T0ドル以上100ドル未満

P00ドル以上

57

Q0

P5　43

W
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